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間欠性外斜視（intermittent exotropia: iXT）は、融像が保たれている際には眼位を正

位に維持できる一方、融像が破綻すると外斜視が顕在化する疾患である。iXT患者では眼

精疲労や読書困難などの自覚症状を認めることがあるが、輻湊・開散時の眼球運動の詳細

については十分に明らかにされていない。本研究では、eye-tracking system を用いて

iXT患者における輻湊・開散時の眼球運動を解析し、その特徴および斜視手術による変化

を検討した。 

iXT患者 20例および対照 20例を対象とし、300 Hzの Tobii Pro Spectrumを用いて、30 

cm の近見視標と 60 cm の遠見視標を交互に固視させた際の眼球運動を記録した。iXT 患

者では斜視手術前および術後 3か月に測定を行った。 

輻湊に要する時間は iXT群で対照群より有意に延長していた。また、輻湊・開散に伴い、

notch、static notch、overshootの 3種類の特徴的な微小眼球運動を認めた。開散時の

notch、輻湊時の static notch、開散時の overshootは対照群と比較して iXT群で有意に

高頻度であった。 斜視手術後には輻湊時の static notchが有意に減少した。 また、こ

れらの微小眼球運動は AS-20 質問票における読書や集中に関する自覚症状と関連し、術

後には AS-20の機能面スコアも有意に改善した。 

以上より、iXT患者では輻湊・開散時に特徴的な微小眼球運動が生じており、これらが日

常生活における視覚的不快感や読書困難に関与している可能性が示された。また、斜視手

術による眼位改善は、これらの異常眼球運動を減少させ、視機能に関する自覚症状の改善

に寄与する可能性が示唆された。 

 

 

 

 

 

 


